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第
４
回
定
例
会・会
期
日
程

11
月
24
日
（
金
）

　
議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

12
月
1
日
（
金
）

■
開
会
 

●
本
会
議

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
会
期
の
決
定

・
市
長
行
政
報
告

・
提
出
議
案
の
説
明

・
追
加
議
案
の
説
明

12
月
8
日
（
金
）

●
本
会
議

　
質
疑
お
よ
び
一
般
質
問

12
月
11
日
（
月
）

●
本
会
議

　
質
疑
お
よ
び
一
般
質
問
（
付
託
）

12
月
13
日
（
水
）
〜
14
日
（
木
）

・
各
常
任
委
員
会
（
付
託
事
件
審
査
）

12
月
19
日
（
火
）

　
議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

●
本
会
議

・
委
員
会
審
査
報
告

・
追
加
議
案
の
説
明
（
付
託
）

・
付
託
事
件
審
査

・
質
疑
・
討
論
・
採
決

■
閉
会

議会日誌 GIKAI diary

笛吹市文化祭第68回境川町文化祭体育大会、中華民国112年双十国慶節慶祝大会

山梨県後期高齢者医療広域連合議会 全員協議会

山梨県後期高齢者医療広域連合議会 本会議

甲府峡東地域ごみ処理施設事務組合議会 幹事会

甲府峡東地域ごみ処理施設事務組合議会 全員協議会　　

甲府峡東地域ごみ処理施設事務組合議会 本会議

甲州市制施行18周年記念式典

令和5年度ふえふきフェア「富有柿」消費拡大宣伝会、笛吹市慰霊祭

笛吹市文化祭、樋口公忠回顧展オープニングセレモニー

第44回川中島合戦戦国絵巻

総務常任委員会行政視察研修

第18回笛吹市フルーツロード駅伝大会開会式

行政視察研修受入（上野原市議会）

質疑・質問通告書発送

行政視察研修受入（沖縄県金武町議会）

峡東3市正副議長・事務局長意見交換会

質疑・質問受付開始

釈迦堂遺跡博物館組合議会　全員協議会

釈迦堂遺跡博物館組合議会　本会議

議会運営委員会、議会全員協議会、議会改革委員会

会派別意見交換会

山梨法人会要望書提出、御坂生涯学習センター改修工事完了に伴う事前見学会

質疑・質問通告期限、通告確認会議（通告確認及び許可）

令和6年笛吹市新春交歓会･受賞祝賀会第2回発起人会

29日

30日

31日

1日

2日

3日

5日

8～9日

12日

13日

15日

16日

17日

22日

24日

27日

29日

30日

第3回定例会本会議(開会)、行政視察研修受入（甲斐市議会）

第3回定例会本会議(代表質問）

第3回定例会本会議(一般質問・付託)

議会広報編集委員会

議会常任委員会

議会常任委員会

議会常任委員会（決算認定審査）

議会運営委員会、議会全員協議会

第3回定例会本会議(最終日)

議会広報編集委員会

峡東地域広域水道企業団議会全員協議会、本会議

第70回甲州市かつぬまぶどうまつり

笛吹市制施行19周年記念式典、御坂区長会植栽桝第1回検討委員会

行政視察研修受入（甲州市議会）

第33回富士急文化経済講演会

山梨市制施行18周年記念式典

建設経済常任委員会行政視察研修

山梨県市議会議長会第270回定期総会

笛吹市文化祭第50回春日居町文化祭、北富士駐屯地63周年式典

定例全員協議会、タブレット端末研究会

第76回山梨県体育祭り優勝報告会

議会広報編集委員会視察研修（上野原市）

笛吹市文化祭第68回境川町文化祭

4日

12日

13日

15日

19日

20～22日

28日

6日

7日

12日

13日

14日

15日

17～18日

19日

21日

24日

26日

28日

September9月

October10月

November11月



種別 案　件　名
結
　
果

清心会 公明党誠和会笛新会 笛政
クラブ

日本
共産党

無
会
派

野
澤
今
朝
幸

河
野
　
智
子

渡
辺
　
正
秀

中
川
　
秀
哉

渡
辺
　
清
美

中
村
　
正
彦

小
林
　
　
始

古
屋
　
始
芳

岡
　
　
由
子

河
野
　
正
博

山
田
　
宏
司

落
合
　
俊
美

武
川
　
則
幸

神
澤
　
敏
美

荻
野
　
謙
一

神
宮
司
正
人

保
坂
　
利
定

海
野
利
比
古
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令和5年第4回（12月）定例会提出案件一覧表

・市職員給与条例の一部改正

・市税条例の一部改正

・手数料条例の一部改正

・国民健康保険税条例の一部改正

・空家等対策の推進に関する条例の一部改正

・道路法施行条例及び笛吹市公共物管理条例の一部改正

・市職員給与条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正

・若者定住促進市単住宅条例及び笛吹市定住促進住宅条例の一部改正

・社会教育施設条例の一部改正

・火災予防条例の一部改正

・一般会計補正予算（第7号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

・介護保険特別会計補正予算（第3号）

・後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

・境川観光交流センター特別会計補正予算（第2号）

・水道事業会計補正予算（第3号）

・公共下水道事業会計補正予算（第2号）

・一般会計補正予算（第8号）

・動産の取得（指定避難所防災備蓄倉庫設置）

・動産の取得（小型動力ポンプ積載水槽車購入（石和分団第14部）（明許））

［公の施設に係る指定管理者の指定］

・笛吹市いさわふれあいセンター

・笛吹市春日居福祉会館

・笛吹市八代児童センター

・笛吹市境川地域振興交流センター

・笛吹市春日居産地形成促進施設

・笛吹市芦川農産物直売所、笛吹市芦川活性化交流施設

・笛吹市いちのみや桃の里ふれあい文化館、笛吹市いちの
　みや桃の里スポーツ公園、笛吹市一宮スポーツ広場

・笛吹市八代総合会館、笛吹市若彦路ふれあいセンター、
　笛吹市働く婦人の家、笛吹市若彦路ふれあいスポーツ館、
　笛吹市八代中央スポーツ広場、笛吹市八代中央水泳プール、
　笛吹市八代南部スポーツ広場

・笛吹市境川総合会館、笛吹市境川スポーツセンター

・笛吹市御坂花鳥の里スポーツ広場、笛吹市御坂体育館、笛
　吹市御坂テニスコート、笛吹市御坂テニス＆キッズ広場

・笛吹市春日居弓道場

・笛吹市みさかふれあい交流センター

・笛吹市芦川グリーンロッジ、笛吹市芦川やすらぎの里、
　笛吹市芦川スポーツ広場

・山梨県国中消防指令業務等共同運用事務協議会の設置

・教育委員会委員の任命

・公平委員会委員の選任

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 同意

（古屋始芳議長を除く）
○賛成　●反対

・学校給食費に係る裁判上の和解における専決処分の報告報告

条例

令和
5
年度
補正
予算

その他

人事

議
　
　
長



質疑および一般質問

12月
定例議会

市民の声 本会議では、10人の議員が質疑および一般
質問をしました。
以下は質疑・質問と答弁を要約したものです。

渡
辺
清
美
議
員
　
日
本
経
済
は
本
格
的
な

経
済
再
生
に
向
け
た
歩
み
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
効

果
的
に
活
用
し
た
経
済
回
復
対
策
の
策
定

と
実
行
が
重
要
だ
。

①
低
所
得
世
帯
支
援
枠
の
取
り
組
み
状
況

は
。

②
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
、
状
況
は
。

③
市
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用
は
。

返
田
総
合
政
策
部
長
　
①
年
内
に
予
算
化

し
、
速
や
か
に
給
付
で
き
る
よ
う
対
応
。

②
③
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
推
奨
事
業

メ
ニ
ュ
ー
枠
の
内
示
額
1
億
6
、
6
7
6

万
円
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

現
在
実
施
し
て
い
る
給
食
費
無
償
化
に
充

当
。

渡
辺
議
員
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
速
や
か

な
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

①
「
保
護
者
の
会
」
の
設
置
等
、
検
討
は
。

②
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
等

の
設
置
状
況
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
体
制
の
現
状
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

④
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
生
徒
の
高
校

進
学
支
援
、
状
況
と
取
り
組
み
は
。

太
田
教
育
部
長
　
①
ふ
え
ふ
き
教
育
相
談

室
で
の
相
談
体
制
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ス
テ
ラ
」
で
の
保
護
者
会
や
保
護
者
と

の
面
談
を
継
続
、
各
学
校
に
不
登
校
児
童

生
徒
お
よ
び
保
護
者
へ
の
適
切
な
支
援
や

働
き
か
け
を
指
導
。

②
校
内
の
別
室
等
の
活
用
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
で
学

べ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
も
含
め
、
個
々
に
合

っ
た
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

学
び
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
。

④
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
学
習
結
果
を
成

績
に
反
映
。
引

き
続
き
国
・
県

の
方
策
を
注
視

し
な
が
ら
高
校

進
学
支
援
に
努

め
る
。
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公明党

渡辺清美
議員

一
般
質
問

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
取
り
組
む

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用
は

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

「
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
」

不
登
校
支
援
の
推
進
は



神
澤
敏
美
議
員
　
高
齢
者
（
65
歳
〜
74
歳

く
ら
い
ま
で
の
人
た
ち
）
の
社
会
活
動
参

加
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
認
知
症
基

本
法
等
の
承
認
制
度
が
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
前
に
シ
ニ
ア
集
団
が
フ
レ
イ
ル
進
行

ス
ト
ッ
プ
、
そ
し
て
認
知
症
に
な
ら
な
い

こ
と
が
最
重
要
で
、
高
齢
者
が
積
極
的
に

地
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
地
域

活
動
、
健
康
促
進
、
仲
間
づ
く
り
が
生
き

が
い
と
な
る
よ
う
当
局
で
も
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
入
会
を
促
進
し
、
ス
ム
ー
ス
な
入
会
登

録
制
度
の
推
進
を
強
力
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

①
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
口
、
75
歳
以

上
の
人
口
は
。

②
行
政
区
別
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
登
録
人
数
は
。

③
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・

文
化
協
会
の
連
携
は
。

④
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
登
録
ポ
イ
ン
ト
制

度
策
定
は
。

西
海
保
健
福
祉
部
長
　
①
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
人
口
は
9
、
1
3
2
人
、
75
歳
以

上
の
人
口
は
1
1
、
5
4
3
人
。

②
ク
ラ
ブ
数
68
、
会
員
数
3
、
0
5
1
人
。

内
訳
は
、
石
和
地
区
22
ク
ラ
ブ
、
8
9
3

人
。
御
坂
地
区
7
ク
ラ
ブ
、
4
4
0
人
。

一
宮
地
区
12
ク
ラ
ブ
、
4
2
9
人
。
八
代

地
区
5
ク
ラ
ブ
、
4
1
4
人
。
境
川
地
区

3
ク
ラ
ブ
、
1
4
0
人
。
春
日
居
地
区
17

ク
ラ
ブ
、
6
2
5
人
。
芦
川
地
区
2
ク
ラ

ブ
、
1
1
0
人
。

③
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
大
会
を

開
催
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
行
う
軽
ス
ポ
ー

ツ
講
習
会
等
に
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
会
員
が

講
師
と
し
て
参
加
。
文
化
の
分
野
で
は
、

文
化
協
会
が
行
う
文
化
祭
に
打
ち
合
わ
せ

段
階
か
ら
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
文
化
部
が
参
加
、

会
員
が
作
品
を
出
展
。
互
い
に
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

④
現
在
、
国
保
加
入
者
を
対
象
に
健
康
ポ

イ
ン
ト
ラ
リ
ー
を
実
施
。
健
診
や
健
康
教

室
な
ど
へ
の
参

加
で
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
、
た

ま
る
と
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

今
後
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
へ
の
登

録
が
ポ
イ
ン
ト

対
象
と
な
る
よ

う
検
討
。

河
野
正
博
議
員
　
①
読
書
離
れ
の
見
解
は
。

②
読
書
離
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

③
小
中
学
校
等
と
の
連
携
、
実
績
と
課
題

は
。

④
学
力
向
上
へ
図
書
館
の
役
割
と
施
策
は
。

⑤
市
内
各
図
書
館
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

は
。

⑥
継
続
利
用
者
へ
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
は
。

太
田
教
育
部
長
　
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ホ
の
普
及
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

臨
時
休
館
や
開
館
時
間
の
短
縮
が
原
因
。

②
対
象
者
ご
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
今
後

も
図
書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

③
団
体
貸
出
の
実
施
や
社
会
科
見
学
等
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
課
題
は
団
体

貸
出
や
お
は
な
し
会
の
要
望
が
、
他
の
図

書
館
業
務
と
重
な
り
、
全
要
望
に
応
え
ら

れ
な
い
こ
と
。

④
必
要
な
資
料
を
提
供
で
き
る
体
制
の
整

備
が
重
要
。
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
連
携
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

⑤
収
集
資
料
に
特
色
を
持
た
せ
る
と
と
も

に
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
等
工
夫
。

⑥
図
書
館
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を
研
究
。

河
野
議
員
　
①
幼
児
教
育
の
必
要
性
は
。

②
市
の
幼
児
教
育
の
取
り
組
み
は
。

③
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
。

④
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
訪
問
事
業
の

活
用
は
。

⑤
幼
保
小
連
携
の
現
状
、
課
題
は
。

中
村
子
供
す
こ
や
か
部
長
　
①
幼
児
期
は

人
格
形
成
等
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時
期
。

個
々
の
発
達
や
特
性
に
応
じ
た
、
質
の
高

い
幼
児
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。

②
笛
吹
市
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
幼
児
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
④
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
研
修
会
等
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

招
き
園
内
研
修
等
を
実
施
。

⑤
入
学
前
後
で
子
ど
も
の
状
況
を
情
報
交

換
す
る
等
し
て
い
る
。
各
小
学
校
に
は
複

数
の
保
育
所
等
か
ら
入
学
す
る
た
め
、
全

新
入
生
の
把
握
は
困
難
で
保
育
所
等
と
の

連
携
が
課
題
。
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笛新会

神澤敏美
議員

一
般
質
問

清心会

河野正博
議員

笛
吹
市
立
図
書
館
業
務
全
般

高
齢
者
の
社
会
活
動
参
加
は

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
な
が
る

今
後
も
図
書
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
を
行
う

質
の
高
い
幼
児
教
育
は

幼
児
教
育
の
底
上
げ
を
図
る



武
川
則
幸
議
員
　
①
青
楓
美
術
館
の
現
在

地
付
近
へ
建
て
替
え
る
べ
き
、
統
合
推
進

の
市
の
取
り
組
み
は
。

②
移
転
に
対
し
て
、
ご
遺
族
の
了
承
は
。

③
博
物
館
と
美
術
館
、
設
置
目
的
が
違
う

が
、
統
合
時
の
取
り
扱
い
は
。

④
統
合
の
場
合
、
増
築
工
事
等
の
検
討
は
。

⑤
美
術
品
の
自
然
災
害
へ
の
対
策
は
。

⑥
「
小
川
正
子
記
念
館
」
の
位
置
付
け
は
。

⑦
観
覧
料
お
よ
び
使
用
料
、
休
館
日
等
の

取
り
扱
い
は
。

返
田
総
合
政
策
部
長
　
①
〜
⑦
青
楓
美
術

館
は
昭
和
49
年
に
小
池
唯
則
氏
が
設
立
、

59
年
に
一
宮
町
に
寄
贈
。
設
立
か
ら
49
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は

収
蔵
作
品
を
よ
り
大
勢
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
な
い
た
め
、
市
で
は
小
池
唯
則

氏
の
思
い
も
踏
ま
え
、
約
7
0
0
点
あ
る

津
田
青
楓
作
品
の
収
蔵
が
可
能
で
、
一
度

に
大
人
数
の
入
館
が
可
能
な
春
日
居
郷
土

館
へ
の
集
約
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

　

集
約
化
に
向
け
、
小
池
唯
則
氏
の
ご
遺

族
も
委
員
を
務
め
る
美
術
館
運
営
協
議
会

や
博
物
館
運
営
協
議
会
か
ら
は
、
一
宮
地

区
か
ら
絵
画
作
品
発
表
の
場
が
な
く
な
る

こ
と
へ
の
懸
念
や
、
浸
水
想
定
地
域
に
あ

る
春
日
居
郷
土
館
で
作
品
を
保
管
す
る
こ

と
の
不
安
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
、
文
化
施
設

の
展
示
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に
特
色
を

持
た
せ
差
別
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
い
る
。
現
在
、
特
定
の
施
設
の
議

論
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
政
策
的
な

見
地
を
含
め
、
市
内
文
化
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
総
合
的
に
議
論
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
本

市
の
文
化
施
設
全
体
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
な
ど
を
設
置
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

小
川
正
子
記
念
館
は
、
春
日
居
町
の
名

誉
町
民
第
1
号

で
あ
り
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
救

済
活
動
に
生
涯

を
捧
げ
た
医
師

の
小
川
正
子
さ

ん
の
功
績
を
称

え
、
春
日
居
郷

土
館
敷
地
内
に

併
設
さ
れ
て
い

る
。

岡
由
子
議
員
　
小
児
や
若
年
（
A
Y
A
）

世
代
が
ん
患
者
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
20

〜
39
歳
の
若
年
が
ん
の
約
8
割
は
女
性
で

あ
っ
た
と
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

①
A
Y
A
世
代
が
ん
患
者
支
援
、
見
解
は
。

②
A
Y
A
世
代
の
が
ん
患
者
か
ら
相
談
は
。

③
A
Y
A
世
代
へ
の
が
ん
予
防
の
活
動
は
。

西
海
保
健
福
祉
部
長
　
①
一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
合
わ
せ
た
相
談
や
支
援
が
必
要
。

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
調
整
な
ど
を
支
援
。

②
3
月
に
ご
家
族

か
ら
在
宅
療
養
支

援
の
相
談
、
4
月

に
医
療
機
関
か
ら

介
護
用
ベ
ッ
ド
レ

ン
タ
ル
費
用
助
成

の
問
い
合
わ
せ
。

③
小
中
学
校
の
保

健
教
育
の
授
業
で

が
ん
教
育
、
21
歳

以
上
の
女
性
に
子
宮
が
ん
検
診
、
子
の
検

診
等
を
通
じ
保
護
者
へ
健
康
教
育
や
子
宮

が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
実
施
。

岡
議
員
　
①
森
林
環
境
譲
与
税
の
執
行
状

況
は
。

②
令
和
5
年
度
の
保
全
・
管
理
は
。

③
令
和
6
年
度
の
保
全
・
管
理
計
画
は
。

④
県
や
近
隣
市
町
村
と
連
携
し
た
取
り
組

み
は
。

河
野
産
業
観
光
部
長
　
①
令
和
元
年
度
か

ら
4
年
度
ま
で
に
総
額
4
、
6
9
2
万
9

千
円
が
譲
与
。
間
伐
の
実
施
や
森
林
経
営

管
理
制
度
全
体
計
画
の
作
成
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

②
境
川
町
の
森
林
整
備
の
た
め
の
集
積
計

画
を
策
定
、
芦
川
町
の
人
工
林
所
有
者
に

森
林
整
備
へ
の
意
向
調
査
を
実
施
。
森
林

組
合
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
支
援
。

③
本
年
度
、
集
積
計
画
を
策
定
し
た
境
川

町
の
間
伐
な
ど
を
予
定
。
意
向
調
査
を
実

施
し
た
芦
川
町
の
集
積
計
画
を
策
定
し
、

新
た
に
御
坂
町
の
人
工
林
所
有
者
へ
意
向

調
査
を
計
画
。

④
近
隣
市
町
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は
な

い
が
、
県
と
は
本
事
業
の
推
進
に
助
言
を

い
た
だ
く
な
ど
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
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笛新会

武川則幸
議員

一
般
質
問

笛政クラブ

岡　由子
議員

青楓美術館

若
年
が
ん
患
者
の

在
宅
療
養
支
援
は

笛
吹
市
博
物
館
（
春
日
居
郷
土
館
）

と
青
楓
美
術
館
の
統
合
は

状
況
に
合
っ
た

相
談
・
支
援
が
必
要

文
化
施
設
全
体
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は

森
林
整
備
な
ど
に
活
用



神
宮
司
正
人
議
員
　
①
説
明
会
の
様
子
は
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
可
能
か
。

③
地
権
者
説
明
会
で
の
要
望
、
意
見
は
。

④
地
権
者
説
明
会
が
遅
か
っ
た
理
由
は
。

⑤
地
権
者
の
理
解
が
重
要
、
見
通
し
は
。

⑥
2
0
2
7
年
度
供
用
開
始
予
定
に
変
更

は
。

⑦
他
用
地
へ
の
変
更
の
可
能
性
、
判
断
は
。

返
田
総
合
政
策
部
長
　
①
合
計
2
9
8
人

の
市
民
が
参
加
し
、
早
期
整
備
、
費
用
や

財
源
、
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
質
問
、
整

備
に
係
る
財
政
負
担
を
減
ら
し
て
ほ
し
い

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
の
利
用
も
想
定
。

③
質
問
で
は
土
地
の
補
償
や
代
替
地
の
契

約
方
法
な
ど
、
意
見
で
は
説
明
会
の
開
催

が
遅
い
、
整
備
反
対
、
災
害
時
の
拠
点
と

し
て
の
活
用
検
討
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

④
農
作
業
が
一
段
落
す
る
10
月
以
降
が
望

ま
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
。

⑤
個
別
に
交
渉
し
て
い
る
。

⑥
⑦
地
権
者
の
ご
同
意
を
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、
計
画
の
見
直
し
等
も
検
討
。

神
宮
司
議
員
　
①
市
の
返
礼
品
の
ク
レ
ー

ム
状
況
、
対
応
は
。

②
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の
発
注
先
、

検
品
等
の
対
応
は
。

③
県
開
発
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
と
の

コ
ラ
ボ
は
。

返
田
総
合
政
策
部
長
　
①
15
万
4
、

5
1
6
件
中
5
6
9
件
、
0
・
37
％
。
状

況
を
写
真
で
確
認
し
、
返
礼
品
と
し
て
適

切
で
な
い
場
合
は
、
お
詫
び
の
連
絡
と
代

品
を
送
っ
て
い
る
。

②
国
の
地
場
産
品
基
準
に
適
合
し
た
果
実

を
安
定
的
に
提
供
可
能
か
審
査
し
、
返
礼

品
登
録
事
業
者
と
し
て
認
定
。
J
A
と
も

協
力
し
な
が
ら
検
品
体
制
の
整
備
を
進
め

る
。

③
現
在
の
取
り
扱
い
事
業
者
は
1
社
で
、

来
年
度
先
行
予
約
分
の
寄
附
を
受
付
中
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
の
詰
め
合
わ
せ

を
企
画
、
充
実
を
図
る
。

落
合
俊
美
議
員
　
①
A
I
デ
マ
ン
ド
交
通

と
は
、
市
営
バ
ス
と
の
違
い
は
。

②
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
市
内
公
共
交
通
と
A
I
デ
マ
ン
ド
交
通

の
費
用
比
較
は
。

④
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど

へ
の
説
明
は
。

返
田
総
合
政
策
部
長
　
①
②
A
I
が
最
適

な
ル
ー
ト
を
考
え
、
運
行
す
る
交
通
シ
ス

テ
ム
。
市
営
バ
ス
等
と
違
い
、
時
刻
表
や

運
行
ル
ー
ト
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

利
用
者
は
停
留
所
間
を
自
由
に
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
環
境
に
や
さ
し
く
、
利

用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
率
的
な
運
行
が
可

能
、
地
域
間
の
移
動
が
し
や
す
く
な
る
。

③
現
在
の
市
負
担
額
は
約
4
、
3
0
0
万

円
。
A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
を
市
内
全
域
に

整
備
し
た
場
合
の
市
負
担
額
は
約
5
、

4
0
0
万
円
。

④
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
、
民
生
委

員
な
ど
へ
協
力
を
依
頼
。

落
合
議
員
　
①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
。

②
市
実
施
の
健
診
事
業
。

ア
、
健
診
結
果
に
基
づ
い
た
保
健
指
導
は
。

イ
、
精
密
検
査
が
必
要
な
場
合
の
市
と
医

療
機
関
の
連
携
は
。

③
後
期
高
齢
者
の
健
診
事
業
。

ア
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
課
題
と
対
策
は
。

イ
、
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助

成
の
検
討
は
。

西
海
保
健
福
祉
部
長
　
①
感
染
予
防
策
や

予
防
接
種
等
を
広
報
紙
な
ど
で
周
知
。

②
ア
、
個
別
に
精
密
検
査
の
受
診
勧
奨
を

行
う
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め

の
食
事
指
導
と
保
健
指
導
を
実
施
。

イ
、
医
療
機
関
宛
の
精
密
検
査
依
頼
状
を

渡
し
て
受
診
勧
奨
。
検
査
結
果
の
共
有
等

行
っ
て
い
る
。

③
ア
、
課
題
は
健
診
結
果
が
改
善
し
な
い

高
齢
者
が
多
い
こ
と
。
管
理
栄
養
派
遣
指

導
の
実
施
や
保
健
事
業
と
介
護
予
防
事
業

の
一
体
化
事
業
に
取
り
組
む
。

イ
、
助
成
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
助
成
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。
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笛新会

神宮司正人
議員

一
般
質
問

清心会

落合俊美
議員

A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
は

市
民
の
健
康
管
理
関
係
は

A
I
が
最
適
な
ル
ー
ト
を
考
え
な
が
ら
停
留
所
間

を
乗
り
合
っ
て
運
行
す
る
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム

ふ
る
さ
と
納
税
県
産

ブ
ラ
ン
ド
返
礼
品
は

魅
力
あ
る
返
礼
品
の

充
実
を
図
る

芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
早
期
実
現
は

地
権
者
の
同
意
が
必
要
不
可
欠

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
を
検
討



中
川
秀
哉
議
員
　
①
外
見
の
変
化
で
社
会

参
加
へ
不
安
を
持
つ
市
内
が
ん
患
者
数
は
。

②
県
説
明
へ
の
評
価
と
課
題
は
。

③
市
も
助
成
事
業
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

④
へ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
市
民
へ
の
周
知
、

見
守
り
体
制
は
。

西
海
保
健
福
祉
部
長
　
①
ウ
ィ
ッ
グ
の
申

請
見
込
み
数
が
25
件
、
乳
が
ん
の
補
整
下

着
と
人
工
乳
房
の
申
請
見
込
み
数
が
6
件
。

②
患
者
の
心
理
的
・
金
銭
的
負
担
の
軽
減

は
生
き
る
支
援
に
つ
な
が
る
。
事
業
の
周

知
と
家
族
が
相
談
し
や
す
い
体
制
の
充
実

が
課
題
。

③
本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
計
上
。

④
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
の
缶
バ
ッ

ジ
活
用
等
の
事
例
を
参
考
に
周
知
方
法
を

検
討
。

中
川
議
員
　
①
市
内
空
き
家
数
の
推
移
、

老
朽
度
・
危
険
度
の
ラ
ン
ク
別
比
率
は
。

②
空
家
等
解
体
費
補
助
金
交
付
事
業
の
実

績
、
課
題
は
。

③
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
戸
数
、
問
い
合
わ

せ
件
数
は
。

④
事
業
の
取
り
組
み
、
今
後
の
課
題
は
。

⑤
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
を
県
と
一
元
化
、

市
の
P
R
強
化
に
つ
な
げ
て
は
。

⑥
既
存
事
業
の
連
携
、
包
括
事
業
へ
の
取

り
組
み
は
。

雨
宮
建
設
部
長
　
①
空
家
数
は
平
成
28
年

度
3
0
6
件
、
令
和
5
年
9
月
時
点

3
7
7
件
。
内
訳
は
A
ラ
ン
ク
1
0
1
件
、

B
2
1
1
件
、
C
56
件
、
緊
急
度
の
高
い

D
は
9
件
で
2
・
4
%
。

②
令
和
3
年
度
1
件
、
4
年
度
4
件
、
5

年
度
2
件
。
事
業
の
周
知
が
課
題
。

③
登
録
戸
数
7
戸
、
問
い
合
わ
せ
59
件
。

④
空
き
家
の
適
切
な
管
理
の
促
進
や
啓
発
、

空
き
家
の
所
有
者
と
利
用
者
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
取
り
組
ん
で
い
る
。
所
有
者
探
索
や

相
続
人
未
確
定
物
件
の
増
加
に
苦
慮
、
登

録
物
件
確
保
も
進
ま
な
い
状
況
。

⑤
県
の
動
向
に
即
時
対
応
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

⑥
所
管
課
を
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
に
一
元

化
、
包
括
的
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

中
村
正
彦
議
員
　
笛
吹
市
は
、
平
成
16
年

10
月
12
日
に
6
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
、

平
成
18
年
8
月
に
芦
川
町
が
編
入
し
、
現

在
の
笛
吹
市
と
な
っ
た
。
来
年
、
市
制
施

行
20
周
年
を
迎
え
る
。
市
の
さ
ら
な
る
飛

躍
・
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、
記
念
事
業

の
実
施
が
必
要
で
は
。

返
田
総
合
政
策
部
長
　
20
周
年
の
節
目
を

市
民
の
皆
さ
ま
と
祝
う
と
と
も
に
、
市
の

さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、

記
念
事
業
の
実
施
は
必
要
と
考
え
る
。
各

種
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、

記
念
給
食
の
提
供
、
記
念
冊
子
の
作
成
、

市
内
外
へ
の
P
R
事
業
な
ど
20
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
事
業
の
実
施
を
検
討
。

中
村
議
員
　
①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
校
、

路
線
数
、
利
用
生
徒
数
は
。

②
欠
席
時
な
ど
の
対
応
、
バ
ス
内
の
安
全

対
策
は
。

③
大
雨
や
異
常
気
象
発
令
時
の
対
応
は
。

④
小
中
学
校
の
乗
車
基
準
は
。

⑤
区
域
の
再
編
は
。

太
田
教
育
部
長
　
①
御
坂
西
小
・
御
坂
東

小
・
御
坂
中
・
八
代
小
・
境
川
小
・
浅
川

中
の
6
校
。
御
坂
3
路
線
・
八
代
2
路

線
・
境
川
2
路
線
・
芦
川
1
路
線
の
合
計

8
路
線
で
、
約
2
5
0
人
が
利
用
。

②
遅
刻
は
各
家
庭
で
送
迎
。
バ
ス
内
は
座

席
に
座
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
全
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止
装
置
を
設
置
。

③
災
害
時
な
ど
緊
急
対
応
が
必
要
な
場
合

は
、
ル
ー
ト
や
時
間
を
変
更
し
て
運
行
。

④
「
笛
吹
市
通
学
バ
ス
運
営
に
関
す
る
細

則
」
で
定
め
た
運

行
路
線
や
区
間
、

時
間
設
定
の
考
え

方
な
ど
に
基
づ
き

運
行
。

⑤
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
に
関
す
る
要

望
も
い
た
だ
い
て

お
り
、
区
域
の
見

直
し
を
含
め
、
基

本
的
な
考
え
方
を

検
討
し
て
い
る
。
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公明党

中川秀哉
議員

一
般
質
問

誠和会

中村正彦
議員

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
は

記
念
事
業
実
施
を
検
討

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
状
況

見
直
し
は

が
ん
治
療
患
者
支
援
の
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
、
市
の
取
り
組
み
は

空
き
家
対
策
・
空
き
家
バ
ン
ク

移
住
定
住
事
業
の
包
括
連
携
は

相
談
し
や
す
い
体
制
の

充
実
が
課
題

所
管
課
を
一
元
化
し

包
括
的
に
取
り
組
む

運
行
の
基
本
的
な

考
え
方
を
検
討



一
般
質
問
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公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
【
同
意
】

　

雨
宮　

寿
男
（
御
坂
町
夏
目
原
）

　

任
期　

令
和
5
年
12
月
21
日
か
ら
4
年
間

人
　
事

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
【
同
意
】

　

三
井
久
美
子
（
御
坂
町
大
野
寺
）

　

任
期　

令
和
6
年
1
月
1
日
か
ら
4
年
間

令
和
5
年
第
4
回
定
例
会
提
出

令
和
5
年
陳
情
第
1
号

陳
情
審
査

　

「
年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
脱
退
一
時
金
の
是
正
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

渡
辺
正
秀
議
員
　
①
農
地
、
農
業
の
保

全
・
発
展
へ
の
考
え
は
。

②
農
地
転
用
の
検
討
内
容
と
そ
の
記
録
は
。

③
地
権
者
な
ど
の
同
意
、
対
応
は
。

④
既
存
施
設
活
用
に
方
針
転
換
は
。

⑤
農
業
委
員
会
長
の
所
見
は
。

返
田
総
合
政
策
部
長
　
①
今
後
も
「
桃
・

ぶ
ど
う
日
本
一
の
郷
」
を
維
持
発
展
さ
せ

る
た
め
、
基
盤
整
備
や
農
業
塾
を
活
用
し

た
担
い
手
の
発
掘
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

②
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
た
健
康
増
進
、

子
供
の
体
力
向
上
等
を
整
備
目
的
に
し
て

お
り
、
事
業
実
施
に
よ
り
公
共
の
利
益
が

得
ら
れ
る
。

③
地
権
者
の
理
解
が
い
た
だ
け
る
よ
う
、

個
別
に
交
渉
し
て
い
る
。

④
交
渉
を
重
ね
て
も
、
同
意
を
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
計
画
の
見
直
し
等
に
つ
い

て
も
検
討
。

増
田
農
業
委
員
会
長
　
⑤
当
該
地
の
転
用

は
、
許
可
権
者
で
あ
る
山
梨
県
と
協
議
し
、

適
切
に
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

渡
辺
議
員
　
①
介
護
保
険
財
政
は
。

②
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
、
認
識
は
。

③
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
世
帯
へ
介
護
支
援
体

制
は
。

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の

調
査
、
把
握
は
。

西
海
保
健
福
祉
部
長
　
①
基
金
残
高
は
令

和
4
年
度
末
で
4
億
3
、
9
7
9
万
円
。

②
相
談
は
、
令
和
4
年
度
12
件
、
5
年
度

の
新
規
相
談
件
数
は
4
件
で
合
計
16
件
。

民
生
・
児
童
委
員
と
も
連
携
に
努
め
る
。

③
支
援
体
制
強
化
を
進
め
、
先
進
自
治
体

を
参
考
に
必
要
な
支
援
を
研
究
す
る
。

④
在
宅
介
護
実
態
調
査
を
行
い
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
状
況
や
理
由
等
把
握
し
て
い

る
。

日本共産党

渡辺正秀
議員

行政視察研修受け入れ

研
修
項
目
：
子
育
て
支
援
政
策
に
つ
い
て

甲
州
市
議
会
　
厚
生
経
済
常
任
委
員
会
（
10
月
13
日
）

研
修
項
目
：
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
営
つ
い
て

上
野
原
市
議
会
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
11
月
13
日
）

研
修
項
目
：
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　

：
高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
事
業
に
つ
い
て

沖
縄
県
金
武
町
議
会
　
教
育
民
生
委
員
会
（
11
月
16
日
）

多
目
的
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
「
基
本
計
画
」
は

地
権
者
の
理
解
得
る
よ
う

個
別
交
渉

先
進
自
治
体
参
考
に

支
援
を
研
究

笛
吹
市
の
介
護
施
策
は



〈
総
務
部
所
管
〉

Ｑ　

職
員
給
与
条
例
の
一
部
改

正
で
、
他
市
の
状
況
等
も
確
認

し
た
の
か
。
今
後
、
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
の
広
域
化
に
伴
い
職

員
を
派
遣
す
る
が
、
他
市
の
状

況
も
見
据
え
て
の
改
正
か
。

Ａ　

甲
府
市
お
よ
び
本
市
と
同

規
模
消
防
本
部
の
消
防
職
員
の

階
級
、
職
位
を
参
考
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
8
年
度
か
ら

の
国
中
消
防
指
令
業
務
等
共
同

運
用
に
伴
う
職
員
派
遣
の
際
に
、

階
級
等
、
同
等
な
職
員
を
派
遣

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
改
正
し

て
い
る
。

〈
総
合
政
策
部
所
管
〉

Ｑ　

移
住
支
援
金
交
付
事
業
に

つ
い
て
、
何
人
の
人
口
増
に
つ

な
が
っ
た
の
か
。

Ａ　

9
月
末
現
在
で
、
6
世
帯

11
人
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

Ｑ　

就
業
要
件
は
何
か
。

Ａ　

今
回
の
全
世
帯
が
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
る
就
業
で
移
住
支

援
金
の
対
象
と
な
っ
た
。

〈
市
民
環
境
部
所
管
〉

Ｑ　

戸
籍
事
務
、
氏
名
の
振
り

仮
名
法
制
化
対
応
、
戸
籍
シ
ス

テ
ム
改
修
費
に
つ
い
て
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

国
か
ら
は
ま
だ
、
今
後
の

方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
少
な
く
と
も
1
年
間
く

ら
い
で
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、

振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
本
人
に

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

そ
の
通
知
等
の
準
備
を
行
い
、

そ
の
後
、
期
間
を
設
け
て
戸
籍

へ
記
載
を
行
う
た
め
、
時
間
・

経
費
・
労
力
を
必
要
と
す
る
。

お
お
よ
そ
の
目
途
は
再
来
年
と

な
っ
て
い
る
。

〈
消
防
本
部
所
管
〉

Ｑ　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
広

域
化
に
伴
い
派
遣
す
る
職
員
は
。

Ａ　

令
和
8
年
度
か
ら
は
、
通

信
指
令
員
と
し
て
4
名
を
派
遣

す
る
予
定
。
現
在
、
各
本
部
か

ら
1
名
、
甲
府
は
2
名
派
遣
し
、

7
名
体
制
で
準
備
委
員
会
を
設

置
し
て
い
る
。
こ
の
準
備
委
員

会
が
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
事

務
協
議
会
へ
移
行
す
る
。

消防指令センター

書かない窓口受付席

委員会審査
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　12月13日、14日、19日の3日間、委員会を開催。
付託された条例の一部改正、令和5年度一般会計
補正予算、動産の取得、指定管理者の指定期間
変更、国中消防指定業務等共同運用事務協議会
の設置を審査し、賛成全員で原案の通り可決すべ
きものと決した。おもな質疑答弁は次のとおり。

委　員 河野　智子　　保坂　利定
渡辺　清美　　古屋　始芳

委員長 荻野　謙一 副委員長 河野　正博

総務常任委員会 委
員
会
レ
ポ
ー
ト



〈
保
健
福
祉
部
所
管
〉

Ｑ　

保
健
総
務
事
務
、
が
ん
患

者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
県
内
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

9
月
に
あ
っ
た
県
の
説
明

会
の
際
に
、
県
内
全
て
の
市
町

村
に
実
施
体
制
を
整
え
る
よ
う

要
請
が
あ
っ
た
が
、
県
の
中
間

報
告
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
が
1
月
か
ら
申
請
受
付

を
始
め
る
体
制
で
あ
る
。

Ｑ　

が
ん
患
者
が
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
に
つ
い
て
言
い
出
し
に

く
い
、
話
し
づ
ら
い
と
い
っ
た

状
況
も
あ
る
の
で
、
医
療
機
関

に
対
し
て
相
談
窓
口
を
作
る
必

要
が
あ
り
、
情
報
の
連
携
を
す

み
や
か
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
何
か
対
応
策
は
あ
る
か
。

Ａ　

市
民
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
広
報
ふ
え
ふ
き
2
月
で
周

知
を
行
う
ほ
か
、
笛
吹
市
医
師

会
と
協
力
し
て
、
市
内
す
べ
て

の
医
療
機
関
に
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
布
し
、
医
療
機
関
か
ら
も
周

知
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

〈
市
民
環
境
部
所
管
〉

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

費
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
更
新
工
事
設
計
業
務

委
託
に
つ
い
て
、
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
自
体
の
更
新
を
す
る
の
か
。

Ａ　

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
は
、
受

電
・
変
電
・
変
圧
の
装
置
が
入

っ
て
い
る
箱
で
、
そ
の
中
に
入

っ
て
い
る
5
つ
の
装
置
全
て
が
、

経
年
劣
化
に
よ
り
耐
用
年
数
を

過
ぎ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
を

一
度
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
6
年
度
に
交
換
す
る
た
め

の
工
事
を
進
め
る
こ
と
を
想
定

し
、
工
事
内
容
に
ど
れ
く
ら
い

の
費
用
が
か
か
る
か
把
握
す
る

た
め
、
今
回
の
設
計
業
務
を
委

託
す
る
。

Ｑ　

交
換
す
る
装
置
は
、
設
置

後
ど
れ
く
ら
い
経
過
し
て
い
る

の
か
。

Ａ　

耐
用
年
数
25
年
に
対
し
、

35
年
が
経
過
し
て
い
る
。

〈
子
供
す
こ
や
か
部
所
管
〉

Ｑ　

保
育
環
境
等
改
善
事
業
の
、

保
育
所
等
に
お
け
る
使
用
済
紙

お
む
つ
保
管
用
ゴ
ミ
箱
購
入
補

助
に
つ
い
て
、
各
保
育
所
に
使

用
済
紙
お
む
つ
保
管
用
ゴ
ミ
箱

の
金
額
や
個
数
が
異
な
る
の
は

な
ぜ
か
。

Ａ　

保
育
所
ご
と
に
、
施
設
に

あ
っ
た
希
望
す
る
ご
み
箱
を
申

請
し
て
も
ら
っ
た
。
統
一
し
た

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
育
所
の
人
数
や
必
要
性
を
考

え
て
申
請
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、

大
き
さ
や
個
数
は
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
。
保
育
所
に
よ
っ
て
、
乳

幼
児
数
も
異
な
る
た
め
、
使
用

済
み
オ
ム
ツ
保
管
用
ご
み
箱
を

置
く
場
所
も
、
屋
内
の
ト
イ
レ

内
に
置
く
場
合
や
、
屋
外
に
ま

と
め
て
置
く
場
合
も
あ
る
。
室

外
用
の
大
き
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

コ
ン
ポ
ス
ト
が
し
っ
か
り
し
て

い
た
り
、
安
全
面
を
考
慮
し
て

カ
ギ
が
つ
い
て
い
た
り
、
室
内

に
置
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
密
閉

性
が
高
く
な
っ
て
い
る
等
の
点

で
、
金
額
や
個
数
が
異
な
っ
て

い
る

Ｑ　

購
入
補
助
の
基
準
は
あ
る

の
か
。

Ａ　

施
設
人
数
に
応
じ
て
な
ど

は
な
い
が
、
一
施
設
に
つ
き
、

補
助
金
上
限
額
を
1
0
2
万

9
、
0
0
0
円
に
定
め
て
い
る
。

〈
教
育
委
員
会
所
管
〉

【
意
見
】
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
事
業
の
令
和
4

年
度
の
指
定
管
理
委
託
料
補
填

に
つ
い
て
、
協
定
書
に
あ
る
社

会
状
況
の
変
化
に
よ
る
補
填
で

あ
り
、
単
に
赤
字
の
補
填
で
は

な
い
旨
、
し
っ
か
り
と
原
則
は

確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。
補
填

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
よ
く
検

討
す
る
中
で
、
協
定
・
契
約
に

留
意
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

管
理
人
の
人
件
費
分
の
補
填
割

合
に
つ
い
て
も
、
市
の
責
任
・

指
定
管
理
事
業
者
の
責
任
、
そ

れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
し
た
協
議
の

中
で
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　12月13日、14日、19日の3日間、委員会を開
催。付託された条例の一部改正、令和5年度一
般会計補正予算、特別会計補正予算、指定管
理者の指定、指定管理者の指定期間の変更を
審査し、賛成全員で原案の通り可決すべきもの
と決した。おもな質疑答弁は次のとおり。

委　員 岡　　由子　　神宮司正人
中川　秀哉　　渡辺　正秀

委員長 中村　正彦 副委員長 山田　宏司

教育厚生常任委員会
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委員会審査

委
員
会
レ
ポ
ー
ト



〈
建
設
部
所
管
〉

Ｑ　

み
さ
か
桃
源
郷
公
園
遊
具

広
場
ト
イ
レ
建
築
工
事
設
計
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
詳
細
説
明

を
求
め
る
。

Ａ　

み
さ
か
桃
源
郷
公
園
は
、

令
和
6
年
度
に
遊
具
の
更
新
を

行
う
予
定
だ
が
、
現
在
、
遊
具

近
く
に
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
か

ら
、
当
該
事
業
に
併
せ
て
親
子

で
利
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ

を
想
定
し
、
新
設
す
る
た
め
の

設
計
費
用
と
な
っ
て
い
る
。

【
意
見
】
保
護
者
や
保
育
士
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
意
見
を
聴

取
し
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
使

い
や
す
さ
を
考
慮
し
た
も
の
と

し
て
ほ
し
い
。

Ｑ　

天
神
原
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
、
場

所
は
ど
の
あ
た
り
で
、
ど
の
よ

う
な
工
事
に
な
る
の
か
。

Ａ　

芦
川
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か

ら
甲
府
方
面
に
向
か
っ
て
県
道

の
右
側
の
斜
面
、
概
ね
1
2
0

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
、
法
尻
付

近
か
ら
高
さ
13
メ
ー
ト
ル
の
土

砂
崩
落
防
止
柵
を
立
ち
上
げ
る

工
法
で
対
策
す
る
。

Ｑ　

消
防
費
、
水
防
費
、
水
防

事
業
費
、
修
繕
料
に
関
し
詳
し

い
説
明
を
求
め
る
。

Ａ　

気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
雨

量
計
3
台
が
落
雷
に
よ
り
故
障

し
た
た
め
、
雨
量
変
換
器
の
修

理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　12月13日、14日の2日間委員会を開催、付託
された条例の一部改正、令和5年度一般会計補
正予算、水道事業会計補正予算、公共下水道事
業会計補正予算、指定管理者の指定を審査し、
いずれも賛成全員で原案の通り可決すべきもの
と決した。おもな質疑答弁は次のとおり。

委　員 落合　俊美　　野澤今朝幸
海野利比古　　小林　　始

委員長 武川　則幸 副委員長 神澤　敏美

建設経済常任委員会
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の
り
じ
り春まつりのポスターコンペティション

議会を傍聴してみませんか！
議会運営内容が確定後、市ホームページ上で会期日程・質問内容（表題）を公開しています。

・市議会議事堂（八代庁舎）1階ロビーのモニターで、議会中継をご覧いただけます。
・市ホームページにて、過去の代表質問・一般質問の動画をご覧いただけます。お 知 ら せ

令和6年第1回（2月）定例会本会議の日程（予定）令和6年第1回（2月）定例会本会議の日程（予定）

20日
28日
29日
4日
11日
21日

2月

3月

（火）
（水）
（木）
（月）
（月）
（木）

午後1時30分～
午前10時～
午前10時～
午前10時～
午後1時30分～
午後1時30分～

市長施政方針・議案説明
議案に対する質疑および代表質問
議案に対する質疑および一般質問・付託
議案に対する質疑および一般質問（予備日）
各委員会の審査報告・討論・採決
各委員会の審査報告・討論・採決

※日程などに変更がある場合もあります。
※常任委員会も傍聴可能です。詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
※NNS・甲府CATV（10チャンネル）で、市議会の録画中継をご覧いただけます。
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地方自治法では、議員が行うさまざまな調査研究活動に対して会派または議
員に対して「政務活動費」を交付することができると定められています。
本市でも、笛吹市議会政務活動費の交付に関する条例及び施行規則に基づ
き会派（会派に所属していない場合は議員）に対して、１人あたり月額１万円
を会派所属議員数に応じて交付しています。

政務活動費ってなあに？Q

何に使っているの？Q
政務活動費は会派および議員が行う調査研究、研修、広報、広聴、住民相談、
要請、陳情、各種会議への参加等市政の課題および市民の意思を把握し、市
政に反映させる活動や住民福祉の増進を図るために必要な活動に必要な経
費に使うことができます。
※政党活動、選挙活動、海外視察旅費、私人としての活動などに使うことはで
　きません。年度終了後に残額がある場合は、残額すべてを返還します。
・なお、笛吹市議会では収支報告として、すべての領収書を添付することと
　なっています。

政務活動費の支出状況を報告します。
令和４年度における支出した金額の内訳は次のとおりです。  

研究研修費
1,132,850円
(54.85％）

広報費
462,108円
（22.38％）

資料購入費
383,608円
（18.57％）

調査旅費
85,988円（4.16％） その他経費 660円（0.03％）

研究研修費
広報費
資料購入費
調査旅費
その他経費
合計

1,132,850円
462,108円
383,608円
85,988円
660円

2,065,214円

(54.85％）
(22.38％）
(18.57％）
(4.16％）
(0.03％）

(100.00％）

政務活動費公開ページ
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　静岡県伊豆市にて、世界農業遺産認定の「わ
さびの拠点施設の整備」について、また、観光の
先進地である静岡県伊東市にて、「観光トイレの
設置」について令和５年10月17日（火）、18日
（水）の2日間、研修および視察を行いました。
　静岡県は明治25年ころ「畳石式」の栽培方法
が確立した、わさび栽培の発祥地であり、水わさ
びの根茎（生のすりおろし部分）の生産量、産出
額ともに全国一位のわさび産地です。
　周遊等の観光展開を推進するため、生産と観
光の調和を図る、「鑑賞エリア」や「体験エリア」
の設定を実施しています。
　笛吹市では、博物館機能、観光交流機能、食
体験機能などを軸として、コアな桃・ブドウを中
心とした果樹のファンを増やすことを目的に情
報発信、地域交流を行う必要があると感じまし
た。
　伊東市は、2022（令和4）年度の来遊客数は
551万人で、昭和54年に観光トイレ2カ所設置
し、観光スポットを中心に38カ所を整備しまし
た。

　新型コロナウイルス感染症の収束後、国内外
の観光需要は急速に回復し、観光地がにぎわい
を取り戻しています。車の渋滞、食事処の長蛇の
列、あふれかえったゴミの山、景観の損傷など、
観光公害（オーバーツーリズム）により、旅行者
の満足度を低下させることが問題となっていま
す。
　笛吹市では、観光地として明るくきれいな「観
光トイレ」を適切に配置し、観光客に気持ちよく
使ってもらい、また来たいと思っていただく施策
を実行すべきと感じました。

　令和5年11月8日、9日の日程で行政視察研
修を行いました。
　1日目は静岡県小山町にて、笛吹市でも実施
に向けて進めている、【ＡＩデマンド交通】につい
て研修を行いました。
　その後、静岡県静岡市の清水ナショナルト
レーニングセンターにて、【施設および芝生グラ
ウンド】についての視察研修を行いました。
　2日目は、静岡県藤枝市にて、本市でも、令和
6年1月から導入予定の、【書かない窓口（窓口
ＤＸ化）】について研修を行いました。
　その後、藤枝総合運動公園にて、【人工芝生グ
ラウンド】の視察を行いました。
　本市において、予定・検討されている事業に
ついての、先進自治体・施設での研修・視察であ
り、今後の議会活動に活かせる大変有意義なも
のとなりました。

総務常任委員会

建設経済常任委員会 ◆伊豆市「わさびの郷構想」
◆伊東市「ITOのい～トイレ事業」

◆小山町「ＡＩデマンド交通」
◆静岡市清水ナショナルトレーニングセンター
◆藤枝市「書かない窓口（窓口ＤＸ化）」
◆藤枝市「人工芝生グラウンド」

AIデマンド交通視察

清水ナショナルトレーニングセンター

なぎさ公園のトイレ
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　令和5年12月12日にリニア対策特別委
員会を開催し、県内で着工している橋梁工
事の視察研修を行いました。
　JR東海中央新幹線山梨東工事事務所長
より、リニア工事の県内および笛吹市内の
概略説明を受け、旧甲府市中道北小学校南
側の笛吹川・濁川の橋脚工事現場では、河
川内の工事は渇水期の１１月から５月の間
に行うこと、また、地盤が軟弱のため橋脚が
安定する岩盤まで55m掘削したこと、1カ所
あたり膨大な費用がかかる説明を受けまし
た。
　また、釡無川の現場では橋台工事の視察
を行いました。すでに橋脚は完成しており、
橋台はスライド式により少しずつ次の橋脚
を目指し工事を進めていました。笛吹市内
では、リニアの路線にあたる「ガイドウェイ」

の製作と第一中央自動車道架道橋の工事
に着手しているとの説明を受けました。

　議会広報編集委員会では、上野原市議会
の議会広報紙編集の取り組みについて、行
政視察研修をさせていただきました。
　視察先では、学びながらより良い広報紙
の作成に取り組まれていました。
　紙面を読みやすくするための余白の使い
方や、記事と関連がある写真の掲載、市民の
関心がある項目を特集するなど、できること
から少しずつ改革されたようです。次の議会
日程は、カレンダー式にする工夫もみられま
した。
　また、表紙とリンクした特集記事はシリー
ズ化しており、身近な市民に登場してもらう
ことで、読者拡大に繋がったとのことです。
　今回の学びから、私たちも、市民の皆さま
にとって笛吹市議会がより身近な存在にな
るよう、広報に努めてまいります。

議会広報編集委員会

リニア対策特別委員会 ◆「橋梁工事の視察」

◆上野原市議会「議会広報紙編集の取り組み」

議会広報紙編集について視察

橋梁工事現場視察

笛吹川の橋梁工事現場
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編
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後
記

　

戦
争
。そ
ん
な
物
騒
な
日
々
が
続
く
。国
連

は
戦
争
な
ど
の
惨
事
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
、

そ
の
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
、イ
ス
ラ
エ

ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
と
も
、常
任
理
事
国
の
戦

争
を
遂
行
す
る
意
志

－

拒
否
権

－

に
よ
っ
て
、

今
回
も
潰
さ
れ
た
。第
2
次
世
界
大
戦
の
戦
勝

国
・
五
カ
国
が
拒
否
権
を
持
ち
得
る
制
度
、そ

れ
自
体
が
も
う
あ
ま
り
に
も
古
色
蒼
然
と
し

て
い
る
。時
代
遅
れ
で
あ
ろ
う
。

　

い
ま
こ
そ
、こ
の
苦
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

国
連
加
盟
国
1
9
3
カ
国
で「
拒
否
権
」を
論

題
に
あ
げ
、議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ど

ん
な
小
さ
な
貧
し
い
国
で
あ
っ
て
も
、1
票
を

も
っ
て
議
論
に
参
加
す
る
。こ
れ
が
八
方
塞
が

り
の
よ
う
に
見
え
る
拒
否
権
の
現
状
を
打
破

し
て
い
く
唯
一
の
手
立
て
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、覇
権
を
う
し
ろ
だ
て
に
ず
っ
と
国

際
政
治
を
翻
弄
し
て
き
た
よ
う
な
常
任
理
事

国
は
お
い
そ
れ
と「
は
い
、わ
か
り
ま
し
た
」と

は
言
わ
な
い
。こ
れ
は
息
の
永
く
な
る
こ
と
を

覚
悟
の
争
点
で
あ
り
、こ
こ
に
こ
れ
か
ら
の
国

連
の
命
題
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員　

野
澤
今
朝
幸

市内の年始行事

笛吹市動画
配信サイトは
　コチラ

　

私
は
、
石
和
中
学
校
の
来
年
度
の
生
徒
会

副
会
長
に
任
命
さ
れ
、
執
行
部
の
一
員
を
務

め
さ
せ
て
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
立
候
補
し
た
一
番
大
き
な
理
由
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
私
を
執
行
部
に
推
薦
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
期
待
に
応
え

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
選
挙
活
動
中
に
お
い

て
も
、
私
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
感

謝
を
胸
に
、
生
徒
会
活
動
を
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。

　

地
域
と
の
関
わ
り
を
増
や
し
、
石
和
中
学

校
に
関
わ
る
た
く
さ
ん
の
人
が
「
最
高
」
と

思
え
る
よ
う
な
学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に

　

私
は
東
京
出
身
で
農
業
が
や
り
た
く
て
山

梨
に
来
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
２
０
０
２
年

に
結
婚
し
一
宮
町
の
妻
の
実
家
で
果
樹
農
家

を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
以
前
か
ら
「
農
福
連
携
」
へ
の
取
り

組
み
に
関
心
が
あ
り
３
年
前
よ
り
参
加
し
て

い
ま
す
。
当
初
は
不
安
な
面
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
県
や
市
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

事
前
に
作
業
の
動
画
を
撮
り
、
気
付
い
た
点

に
は
職
員
と
情
報
共
有
す
る
な
か
、
ま
ず
は

桃
の
摘
蕾
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
摘
果
や
袋

掛
け
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ん
も
「
室
内
で
の
作
業
だ
け
で

は
な
く
、
屋
外
で
身
体
を
動
か
し
ラ
ジ
オ
を

聴
き
な
が
ら
の
作
業
も
楽
し
い
」
と
の
事
で

し
た
。
真
面
目
に
そ
し
て
丁
寧
に
作
業
を
し

て
く
れ
る
の
で
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
笛
吹
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
で
、
少
し
で
も
地
域
貢
献
が
で
き
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。

農
福
連
携
は
じ
め
の
一
歩

一宮町

（農家）
岩間　崇さん

石和町

（石和中学校）
山本　希愛さん

1月7日に行われた笛吹市

消防団出初式と、御坂分団

第3部および御坂町井之上

区による、ちょうちん落とし

の様子
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